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論文の内容の要旨・論文審査の結果の報告 

 

ロタウイルス感染症はロタウイルス（Rotavirus: RV）によって引き起こされる乳幼児の急性胃

腸炎であるが、感染力が非常に強く、激しい嘔吐や下痢により重症化することがあるため疾病負担

が高く、世界中で問題となっている。すでに有効なワクチン（Rotarix：1 価ワクチン、RotaTeq：

5 価ワクチン、それぞれ国内では 2011 年および 2012 年から使用開始）が開発されているが、わが

国では希望する児のみが接種を受ける任意接種としての使用に留まっており、ワクチンの影響に関

するデータも不足していた。そこで、2007 年 11 月から 2014 年 10 月にかけて、三重県津市の 2

施設（入院症例）、2010 年 12 月から 2014 年 10 月にかけて岡山県倉敷市の 1 施設（入院および

外来症例）、三重県津市の 1 施設（外来症例）、および千葉県いすみ市の 1 施設（外来症例）にお

いて、RV 感染症の前方視的記述疫学研究を実施した。急性胃腸炎を疑う症状で各施設の外来を受

診または入院し、便 RV 迅速抗原検査が陽性であった 5 歳未満の乳幼児を対象に、RV 感染症の流

行疫学および便を用いた RT-PCR による遺伝子型の決定を行った。その結果、ワクチン導入後は

入院患者数・外来患者数ともに激減（80%以上の減少率）し、RV ワクチンが有効であること、流

行する遺伝子型の分布が地域およびシーズンによって異なり、特にワクチン導入後に遺伝子型が著

しく変化することを明らかにした。遺伝子型が変化する原因として、各遺伝子型に対するワクチン

の有効性の差異により流行する遺伝子型の置換が生じる可能性、ワクチン導入とは無関係に自然の

疫学変化が生じた可能性が考えられた。 

本研究は、わが国における RV 感染症の疾病負担と RV ワクチンの有効性をはじめて明らかにした

ものであり、RV ワクチンの定期接種化に向けた国内のエビデンスを提示したきわめて重要な報告

である。 

  



学位審査会（最終試験）の結果の要旨  

 

本申請者の学位審査会は 2019 年 12 月 25 日に開催された。まず申請者から 15 分間程度のプレ

ゼンテーションがなされ、それを受けて約 15 分間にわたって 3 名の審査委員と質疑応答が行われ

た。 

まず申請者から、本研究を実施するに至った背景と具体的な研究手法、主要な結果と考察について、

発表論文内容に沿った説明がなされた。国内初の疫学調査である本研究により、RV ワクチン導入

前と比較して入院患者数・外来患者数ともに激減し RV ワクチンの有効性が認められたこと、RV

遺伝子型の検討では、接種開始前は G3 型が多かったが、観察期間中の 3 年間で G1 型へと変化し、

最終年の 2014 年には突然 G2 型が出現と、遺伝子型が著しく変化したことが簡潔かつ明瞭に示さ

れ、本研究の学問的意義を十分に理解することができた。 

 発表後は審査委員から、RV ワクチンが有効と判定する基準は何か（回答：外来・入院患者数の

減少率）、RV ワクチンの種類による効果の違いと感染防御メカニズムについて（回答：1 価と 5

価で効果に差はなく、交差反応性中和抗体が重要）、接種のタイミング（回答：副反応である腸重

積が起こりにくい生後 6 週から 6 か月の間に行う）、接種しても約 30%が発症していることについ

て（回答：重症化が阻止されておりワクチンは有効と判断）、ワクチン投与を受けていない乳児が

排泄されたワクチンへ暴露されることより免疫を獲得する可能性について（回答：直接証明するこ

とは困難であるが、海外の疫学データから可能性あり）等の質問がなされ、概ね適切な回答が得ら

れた。また、審査委員から今後はシーケンスによる遺伝子型解析が重要であろうとの貴重な提言が

なされた。 

以上より、本研究は当該領域において高い学問的意義を持つ学位論文に相応しい研究であり、また

申請者自身の知識量と今後の研究遂行能力についても十分と判断され、審査委員は全員一致で最終

試験の結果を合格とした。 


